
平成２８年度 学校評価に基づく改善計画 

                                                    太宰府市立太宰府西中学校  

自校で改善

できる内容  

 

○ 確かな学力・体力の育成 

 ・基礎的な知識の定着と活用力を向上させるために、思考スキルパター

ンを活用した「学び合い活動」をさらに充実させる。  

 ・年度当初に設定した学級の「学習目標」の前期達成度により、後期に

「学習目標」を再設定する。  

 ・諸テストの結果を教科・学年で分析し、学力の実態や課題を把握し、

授業改善に努める。 

 ・生徒会活動を通して、学習規律の維持・向上に努める。 

 ・学力向上プラン、体力向上プランの活用について、教科内や学年内で

の情報交換・連携を強化し、ＰＤＣＡサイクルによる改善をすすめる。 

 ・系統的なキャリア教育・体験学習をさらに推進していく。  

 

○ 豊かな心の育成  

 ・「道徳」を研究主題に位置付け全職員で研究に取り組む。  

・道徳の時間の指導における重点内容項目を見直し、生徒の実態に即し

たものとする。  

 ・道徳教育担当と人権学習担当、特別支援教育担当等が連携し、見通し

を持った指導ができるよう、年間指導計画を作成する。特に、「太宰

府市９ヶ年カリキュラム」「わたしたちの道徳」「かがやき」「あお

ぞら」を効果的に活用し、人権意識を高めることができるようにする。 

・個に応じたきめ細やかな生徒指導充実のために、学年間の連携を密に

して、組織的な取り組みを行う。  

 

○ 郷土愛と国際的視野の育成 

 ・地域ごとの地域集会を活性化し、地域行事への積極的な参加を促す。  

 ・地域と連携したキャリア教育を推進する。  

 ・太宰府市副読本を活用した「太宰府の歴史と文化を学ぶ学習」に取り

組む。 

 ・留学生との交流などを通して国際的視野の育成に努める。  

  

○ 環境教育の充実  

 ・生徒会を中心とした無言清掃の徹底を図る。  

 ・関係機関と連携した安全教育に取り組む。  

 ・掲示物を中心とした校内環境整備を組織的・計画的に取り組む。  

  

○ 組織運営の充実  

 ・管理職の経営方針等を確実に各主任・主事に伝え、主任･主事を核とし

た報告・連絡・相談の徹底を図り、組織的な学校経営を推進する。  

 ・運営委員会等を通して、各部の主任・主事が積極的に分掌業務を推進

し、状況の把握に努める。  

 

○ 地域・保護者との連携  

 ・情報発信や懇談の方法等、よりよいＰＴＡとの連携を図る。  

 ・コミュニティ・スクールと連動し、より多くの方がＰＴＡ活動に参加

できるよう、工夫をする。  

 



地域の協力

を得ながら

改善してい

く内容 

○ 確かな学力・体力の育成 

 ・学習サポートの拡充。 

 ・朝トレ時の指導・サポート。  

 ・部活動外部指導者の確保。 

 

○ 郷土愛と国際的視野の育成 

・地域行事における中学生の指導。 

・留学生の確保。 

 

○ 環境教育  

 ・保健安全指導の講師確保。  

 

教育委員会

の支援を得

ながら改善

し て い く 

内容 

・市の方針に則って、小中連携のよさを生かし、中学校ブロックコミュニ

ティ・スクールを推進していく。 

・太宰府市学力向上プランに基づいて、本校の学力向上を図る。  

・太宰府市「同和」教育研究協議会の方針に則って、人権教育の推進を図

る。 

・いじめや問題行動、不登校等解消のため、不登校対応教員や特別支援教

育推進のための支援員、ＳＳＷ等の派遣を依頼し、さらなる教育活動の

充実を図る。  

・主題研究や授業改善のための指導助言を仰ぐ。 

・「太宰府の歴史と文化を学ぶ」学習を推進する。  

・施設整備・改修による生徒の安全確保を進める。 

 

 


